
































材料を規定し，締固め方法を管理す る ， 切 取 で は ， 地 山 の 状 況 に 応 じ た 切 取 勾 配 を採
用するなどの設計基準が整備されたことである。しかし，現存するJR在来線の多く
は建設の歴史が古く，当時の土構造物は耐久性を求めた構造物でないことから，豪雨






































































か わら ず， 従来から使用してきたスウェーデン式サウンディング試験が比較的手間が
かかるものであったため，試験箇所が限定されてきたことを延べ，小型軽量で短時間






指標 に 基 づ いて明らかにした。すなわち，盛土の線路方向の自己相関係数は，距離』
と盛土強度Ⅳcで決定でき，非線形の式で示されることを明らかにした。これに基づき，
鉄道盛土での簡易動的コーン貫入試験を使用した場合の試験間隔が盛土強度Ⅳcによっ
て決定できるこ と を 提 案 す る 。



















解析を実行している。さらに，4．4 で は 切 取 の 危 険 度 評 価 基 準 が 表 層 崩 壊 と 深 層崩
壊別に提案しているが，この際の崩壊形態の予測法について，判別解析によって得た


























































ある降雨時の鉄道斜面災害防止のため の 危 険 度 評 価 手 法 の 提 案 を 行 う 。
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